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「こどもの居場所づくりあおもりキャラバン」実施報告に  

係る知事表敬について 

 

 

このことについて、下記のとおり執り行われますので、取材方についてよろし

くお願いします。  

なお、取材の際は、マスクの着用等感染症予防対策に御配慮ください。  

 

 

記  

 

 

１ 日時  

令和３年１２月１７日（金） １４：２０～１４：４０  

 

２ 場所  

県庁正面東側駐車場（表敬はこども食堂バスの中で行います。）  

 

３ 出席者  

十和田こども食堂実行委員会 代表 水
みず

尻
しり

 和幸
かずゆき

  氏  

十和田こども食堂実行委員会    小泉
こいずみ

 聖也
せ い や

  氏  

十和田こども食堂実行委員会    山端
やまはた

 美樹子
み き こ

 氏  

十和田こども食堂実行委員会    大坂
おおさか

 由起子
ゆ き こ

 氏  
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「こどもの居場所づくりあおもりキャラバン」実施報告に係る  

知事表敬について  

 

１ 日時  令和３年１２月１７日（金） １４：２０～１４：４０  
 

２ 場所  県庁正面東側駐車場  
 

３ 次第   

（１）懇談（１５分）  

   ・最上課長から事業の概要、表敬者について簡単に紹介  

   ・表敬者から取組や活動の報告  

   ・知事から感想や励ましの言葉をいただく  
 

（２）写真撮影（５分）  
 

４ 表敬の概要 

（１）事業概要  

  県では、ＳＯＳを出せない子どもや保護者に必要な支援が届くようにする

ため、子どもの居場所づくりの促進に取り組んでいる。  

今年度は、十和田子ども食堂実行委員会と連携し、こども食堂バスを活用

した子どもの居場所づくりの機運醸成を図ることとしており、県内６か所で

「こどもの居場所づくりあおもりキャラバン」を実施した。 
  

（２）表敬の目的 

  県内６か所で実施した「こどもの居場所づくりあおもりキャラバン」のゴ

ールとして、県庁にて取組や活動を報告するため。 
 

（３）実施内容 

以下の実施場所及びその近隣の市町村在住の中学生以下の子どもがいる世
帯を対象に、焼きたてのピザを無料配布した。キャラバンに併せて、青森県

共同募金会及び NPO 法人しんぐるまざーずふぉーらむの助成を活用し、ひと
り親家庭への食材配布も実施した。 

  なお、新型コロナウイルス感染に留意し、子ども食堂体験から焼きたてピ

ザ等の配布に内容を変更し実施した。  

   

 実施月日 実施場所 参加数 

１ １０月３１日（日） 五所川原市（（株）今工務店） 45 世帯 

２ １１月 ７日（日） 黒石市（黒石自動車教習所） 61 世帯 

３ １１月２１日（日） 外ヶ浜町（中央公民館） 32 世帯 

４ １１月２７日（土） むつ市（眞心堂はやかけホール） 45 世帯 

５ １２月 ５日（日） 八戸市（日本たばこ産業（株）八戸支店） 54 世帯 

６ １２月１２日（日） 十和田市（十和田市北地域包括支援セ

ンター） 

90 世帯 

 

 

  



５ 表敬者の職・氏名 

十和田こども食堂実行委員会 代表 水
みず

尻
しり

 和幸
かずゆき

  氏  

十和田こども食堂実行委員会    小泉
こいずみ

 聖也
せ い や

  氏  

十和田こども食堂実行委員会    山端
やまはた

 美樹子
み き こ

 氏  

十和田こども食堂実行委員会    大坂
おおさか

 由起子
ゆ き こ

 氏  

  

【十和田こども食堂実行委員会の活動概要】 
「子どもの「貧困」と「孤食」を少しでも減らしたい！」との思いか

ら、弁護士・看護師・公務員等の多彩な仲間とともに、平成３１年に「十
和田こども食堂実行委員会」を立ち上げ、令和元年５月に十和田市で実行
委員会初のこども食堂を開催。 

その後、全国初の「こども食堂バス」で県内各地を回るため、クラウド
ファンディングにて資金を集め、大型観光バスを購入し、令和２年５月か
ら「十和田こども食堂バス」で県内各地を回り、子育て家庭の食支援・居

場所づくりに取り組んでいる。 
コロナ禍においても焼きたてのピザの配布を行うなど継続した支援を行

い、これまでに子ども食堂・食材配布等を延べ７３回実施し、県内４０市
町村中２１市町村を制覇。 

キャッチフレーズは、「AMBITIOUS AOMORI！（アンビシャスあおもり）」。 
 
６ 今後の取組 
  子どもの居場所への理解、取組促進を図るため、令和３年１月２９日（土）

に一般県民を対象として、「こどもたちの新たな居場所づくりを考えようフォ
ーラムｉｎあおもり」（沢田悠学館（十和田市）及びオンライン）を開催し、
今年度の取組の報告等を行うこととしている。 

 
 

配布の様子  こども食堂バス  


